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論文内容の要旨

本論文は知識情報処理技術を原子力工学の分野において異常診断，設計の検証 プラントの運転ガイダ

ンスシステムに適用する乙との有効性を示したもので 5章からなっている。

第 1 章では，知識情報処理技術の発展の経過を述べるとともに，工学分野の問題解決に適用する場合の

問題点及び効果を明らかにする乙とにより本研究の目的につき述べている。

第 2章では，大規模プラン卜の診断を行う知識情報処理システムについて述べており，対象システムの

機能・構造に関する知識の表現法及びそれらを利用した推論手法を基に，異常原因候補のリストアップ，

観測データを利用した候補の絞り込み等を実行している。特に，各推論手法は推論の過程で数値シミュレ

ーションを行う枠組みを備えており，原子炉給水系の異常診断にシミュレータを利用した本手法を適用し，

その有効性を確かめている。

第 3章では，定理証明法に基づく設計検証手法につき述べている。本検証手法は検証対象の特徴を証明

の効率化に使用するもので，結合グラフ法に基づく導出法及びリンク継承機構を改良した等号調整法lとよ

り基本的定理証明を実行し，検証対象の特徴を反映するために，証明手順をガイダンスする手法と証明過

程の制御にその特徴を取り入れる方法とを示している。

第 4章では，知識情報処理システムの構築方法論であるジュネリックタス方法論に基づいた原子力プ

ラントの運転ガイダンスシステムにつき述べている。乙のシステムでは，運転ガイダンスに関する問題が，

安全目標の同定，異常現象の分類，運転ガイダンス制御，及び運転ガイダンスの 4 つの情報処理タスクか

ら構成され，各タスクが分散協調的に問題解決する乙とを示している。

第 5 章は，本論文の総括で以上の結果をまとめて述べたものである。
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論文の審査結果の要旨

原子力プラントの設計の検証と異常診断の技術は，原子炉システムの信頼性向上のために不可欠であり，

特に異常時の運転ガイダンスは人間の判断を的確なものにする上で重要な役割を果す。

乙れらの技術につき本論文で得られた主な成果は，次の通りである。

(1) 原子炉給水系の構造及び機能に関する知識(シミュレータ)を用いた異常診断手法が，従来の事象生

起関係を用いた手法より診断性能に優れている乙とを示した乙と。

(2) 対象の特徴を利用した定理証明法の効率化手法を開発し，原子力プラントのみならず，各種プラント

の制御・保護システムを構成する論理回路及びシーケンス制御回路の検証に適用し実用性を示したこと。

(3) 運転中の原子力プラントに対し，人間の問題解決能力を支援するための運転ガイダンスシステムを複

数のタスクを分散協調的に使用する知的情報処理システムとして実現し その有効性を示した。

以上のように本論文は原子力プラントの信頼性向上を目指す技術開発に新しい方向付けを試みたもので，

原子炉工学に寄与するところが大きい。よって 本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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